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＜連絡事項＞
・11/15(木)14：00～定期心電図検査があります。
・ワクチンが不足してきている為、これから実施予定の患者様の接種日を延期になります。

ワクチンの準備が整い次第連絡が来ることになっています。
＜患者様連絡事項＞
・神田　直樹様～本日朝からの臨時処方ない為7日分処方貰っている。日中の眠気訴えておりオランザピン(10)2T→1T、フルニトラゼパム(2)1T→(1)1Tに変更となる。
・吉島　知寿子様～本日夕より臨時処方ない為7日分処方貰っている。
・大澤　廣子様～メネシットは8時、10時30分、13時、15時30分の時間で服薬のものと起床時・寝る前に服薬の物があるため注意。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・藤井　崇史様～時間隔離中。本日9：00開放観察開始となり、20：00～翌朝9：00までの時間隔離に変更となる。対面時の気分高揚や妄想に関する発言はなく、対応は穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放前のドア蹴りはみられるが、開放中の不穏さはない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
・和田　昌様～終日隔離中。食事は1/3程度摂取。全身の振戦や脱力感みられている。食事摂取量が少ない為、指示の点滴を施行する。保清の為シャワー浴を実施する。引き続き精神症状と身体症状の観察を行うとともに感染対策を徹底し、早期に状態が改善出来るように看護介入を行っていく。
・神田　直樹様～終日隔離中。本日9：00危険行為のおそれが軽減したため、身体拘束は
解除になる。不穏状態の可能性はあるため終日隔離が開始となる。食事
や服薬の拒否はない。対面時の興奮はなく、臥床して過ごすこと多くみ
られる。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看
護介入を行っていく。
＜要注目患者様情報＞

・鹿原　博夫様～バイタルサイン異常無し。痰鳴あり適宜に吸引実施し、白色粘稠痰
　　　　　　　　除去している。瘻孔部より便汁・膿汁は変わらず、下肢の浮腫は軽減

　　　　　　　　されている。
・夏坂　浩美様～バイタルサイン異常無し。顔面蒼白さは持続、身体不調の訴え聞かれず。
　　　　　　　　ケア時協力動作得られるが活動量の低下あり、活気の無さ見られる。

・飯田　修子様～朝食は数口、昼食は介助にて2/3摂取する。食事摂取量が少ない為、指示の点滴を施行する。食事中や点滴中も落ち着かず立ち上がり等みられる。
・三浦　正四郎様～帰宅に関する訴えが頻回にあり。都度、説明をしているが何度か繰り返している。
（新規入院患者）
　　氏    名：大澤　廣子様　（おおさわ　ひろこ様）

  生年月日：昭和29年6月9日　64歳

  病    名：認知症　幻覚妄想状態

  性    別：女性

  病　　棟：東病棟Cユニット6号室

  主治医  ：田名部Dr

  入院形態：医療保護入院

　(経過）

　　現在夫と二人暮らし。

　　11年前に青森労災病院でパーキンソン病と診断され、大里脳神経クリニックを　

  　経て現在は八戸市立市民病院で治療を受けている。

　　H30年9月20日ごろより、夫やヘルパーに物を投げる、蹴る、叩くといった粗暴　

 　 行為、「夫が毒を入れている、家の周りに油をまいて火をつけようとしてい　　　

る」と話したり、「たぬきが毎晩家の前で宴会を開いているなど話している。

　　家族に怒り出すことも増えている。

　　10月5日にかかりつけ医に相談、薬剤調整行なわれているが、日中に靴を履かず

　　に出かけ、近所の家に上がり込むなどの行動も続いて見られていた。（この  　

　時点では、外来での受診相談として受けていた）

　　10月13日午後に発語なく体動が困難になるなどの状況から

　　市民病院に救急入院となっていた。

　　現在は、食事介助が必要だったり無かったり、会話が成り立つ時とそうでな　　

　　かったり、介助時の暴言等はある。何もない所をみて悲鳴を上げたり、「一緒　　

に逃げよう」と話すこともある。

　　認知症症状の専門治療のため転院相談が市民病院からあり、H30年11月7日、　  

東病棟Cユニットに医療保護入院となる。
LTプランなし　家族洗濯、リハパン対応
　
